家庭Ｃ
第２題材指導計画　「自らの消費行動に責任がもてる消費者になろう！」（全５時間）
	時
	ねらい
	学習活動
	評価規準，指導・援助

	➀　消費者の権利と責任
	購入した商品に欠陥がある場合にどのように行動するかを考える活動を通して，消費者には権利が保証されているだけでなく，果たすべき責任があることや，消費者の行動により商品が改善され，より安全で安心して生活できることを理解することができる。
	○買い物で失敗したと思った時，どのような行動をとるか交流する。

○設定場面において，自分ならどのような行動するかを考え，
交流する。

○「消費者の８つの権利と５つの責任」 を知り，この視点からどう行動するとよいかを考える。
○消費者の行動により，商品が改善された例を知る。
○学んだことをまとめる。


	・商品に欠陥があった場合の行動について問題意識がもてるようにする。

・①返品・交換してもらう。

　②別のものを購入

　③我慢・何もしない

　の３つの視点からそれぞれの理由を明確にする。

・設定場面での行動は，「８つの権利」と「５つの責任」のうち，どれにあたるのか考えることで，「権利」と「責任」について理解できるようにする。

・商品が改善されるためには，消費者が行動する必要があることが理解できるようにする。
【持続可能な社会の構築
【健康・快適・安全】
≪知識・技能≫

消費者の権利の行使には責任の遂行が伴うことに気付き，消費者の権利と責任について自分の消費行動と関連させて理解している。

	②　消費者被害の背景
	消費者被害にはどのようなものがあるのかを知る活動を通して，消費者が契約について熟慮する時間が短かったり，必要な情報を与えられなかったりする場合に消費者被害にあいやすくなることを理解することができる。

	○災害に便乗した悪質商法の例を知る。

○悪質商法の例を調べたり，デジタル教科書や動画を視聴し
たりする。
○消費者被害にあうのはなぜか，考えを交流する。
○学んだことをまとめる。


	・具体的な事例を提示し，悪質商法が身近な場面で起こり得ることを共通理解させる。
・消費者トラブルと消費者被害の違いをおさえる。

・デジタル教科書や動画を活用し視覚的に理解させる。
・消費者側が，適切な情報を知り，正しい判断が必要となることに気付かせ，理解させる。
【持続可能な社会の構築】
≪知識・技能≫

消費者にとって熟慮する時間が短かったり，必要かつ正しい情報が得られなかったり，消費者の弱みに付け込まれたりする場合に消費者被害に結び付きやすいことを理解している。

	③　消費者トラブルの解決方法
	消費者トラブルを防ぐためのロールプレイング活動を通して，正しい情報を収集し，消費者と契約者が対等な立場であるかを判断して売買契約を行う必要があることと消費者支援の仕組みを理解することができる。
	○消費者トラブルにはどのようなものがあったか振り返る。

○それぞれの悪質商法を回避するロールプレイングを行う。
○消費者を守る法律や相談機関があることを知る。
○今後，消費生活をどのように行っていきたいか意見を交流
　する。
○学んだことをまとめる。


	・販売者側は，商品を購入させようと巧みな方法を用いていること，消費者側はそれにのせられやすいことを実感させる。

・それぞれの法律や機関は，消費者をただ守るだけでなく，消費者の責任も問われていることも理解させる。
【持続可能な社会の構築】
≪知識・技能≫

消費者トラブルを防ぐには，消費者と事業者が対等な立場で結んだ公正な売買契約であるかどうかを判断する必要性があることと消費者支援の仕組みについて理解している。

	④　消費生活が社会や環境に与える影響
	商品を購入することが社会にどのような影響を与えるのかを考えることを通して，消費者の選択が事業者の姿勢を変えたり，よりよい商品を社会に流通させたりすることを理解し，よりよい消費生活を実践していこうとすることができる。
	○多数のチョコレート商品の中から，どの商品を選択するか考える。

○フェアトレードの商品が社会や環境に与える影響について知る。
○フェアトレードの商品以外の商品が社会や環境に与える影響について考え，意見を交流する。
○学んだことをまとめる。



	・フェアトレードの商品に気付かせ，課題につなげる。

・フェアトレードについて説明し，商品を購入することで開発発展途上の生産者や労働者の生活を向上させる一助になることを理解させる。
・商品購入が社会や環境に与える影響を示した資料を提示し，「買い物は投票すること」であることを理解させる。
【持続可能な社会の構築】
≪思考・判断・表現≫

自分や家族の消費行動が環境や社会に及ぼす影響について理解し，責任のある消費行動について考えている。

	⑤　持続可能な社会生活を目指して
	消費行動が環境に与える影響を考えることを通して，自らの消費生活の課題を捉え，解決策を考え，課題解決の実践計画を立てることができる。
	○衣服の購入から廃棄までに環境に与える影響を考える。

○購入→使用→廃棄のどの場面のどのようなことが課題となり得るか，またその解決方法を考える。
○意見交流する。
○意見交流をもとに改善計画を立てる。


	・購入，使用，廃棄の場面で環境に与える影響を共通理解し，自らの消費生活の課題設定につなげる。

・これまでの学習を活用している姿を価値付け，広める。
・小さなことの積み重ねが環境に大きく影響することを理解させる。
【持続可能な社会の構築】
　
≪思考・判断・表現≫

消費生活の在り方やライフスタイルの改善に向けて検討し，計画を適切に立てる力を身に付けている。


購入した商品に問題があると分かった時，私たちはどのように行動していくとよいだろう。





〈設定場面〉


多機能ボールペン（4色＋シャープペン機能）が必要であったため，お店に買いに行った。 いくつかの商品がならんでいたが，「書き味がよい」と宣伝されているものを購入した。 自宅に戻ってさっそく使ってみると， 赤のインクのボールペンだけインクがうまく出てこず，書き味が悪かった。





これまで，買った商品に問題があっても，これくらいいいやという気持ちから，我慢したり，捨ててしまったりしていた。しかし，消費者には８つの権利と５つの責任あり，行動することで，商品を改善していくことにつながることがわかった。今後は，よりよい商品を増やすためも，商品を買う前に，宣伝文句が真実なのか疑ってみたり，商品に問題があるときには，企業に使えたりして，消費者としての責任を果たしていきたい。





悪質商法には，どのような手口があるのだろう。





消費者被害にあうのは，消費者が必要な情報を十分に収集していなかったり，毅然と断らなかったり，適切な判断をしていなかったりするときに起こることが分かった。災害や感染症など，消費者にとって不安なことに付けこんでくることもあることから，正しい情報を確実に収集していかなければならないと考える。販売者よりも消費者の方が不利なようにも感じたが，救済措置などはないのだろうか。





消費者トラブルの回避や解決は，どうするとよいだろう。





ロールプレイングをやってみて，言葉巧みに購入を勧められると，買ってみてもいいかなと思ってしまう自分がいることに気付いた。しかし，今一度，本当に自分が必要とする商品なのか，販売側の提供する情報が真実なのかを見極めることが大切だということも実感できた。また，消費者契約法や製造物責任法などの法律があることも初めて知った。私たち消費者は，それだけ自分で判断する責任があると思った。もし，消費生活で困ったことができたら，消費生活センターを利用してみたい。





わたしたちの消費行動は，社会にどのように影響するのだろうか。





私たちが商品を購入するという行為は，社会の在り方を左右することにもなり得ることがわかった。フェアトレードの商品を選択することで，開発途上国の生産者や労働者の生活改善を助けることにつながるということは知らなかったので，これからはそういう視点でも商品を選択していきたい。また，その商品が環境に与える影響を考え，選択することはこれからの生活でとても重要だと感じた。自分の損得だけでなく，地球規模という広い認識で商品を選択していくことも大切であると感じた。





自らの消費生活の問題点をみつけ，解決策を考えよう。





　これまでは，購入の場面で廃棄する時のことまで考えることがなかった。購入時には，使用する時，廃棄する時に，環境にどのような影響がでるのかを考え，よりよいものを選択していく必要がある。また，そうすることで事業者や販売者が環境によい商品を販売することにつながると考える。


　また，使用時にも環境に与える影響があることにも気付いた。衣服ならば，洗濯に使用する水の量，洗剤の量，それらがどのように環境に影響するかなども考えて商品を決め出す必要があると感じた。ごみを出すか出さないか，環境を汚すか汚さないかは，購入時の選択の仕方から始まるのだと考える。








